
日
本
共
産
党
甲
府
市
議
団

ご
意
見
、
生
活
相
談
な
ど
は
℡
２
２
６-

４
９
９
１
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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山
梨
県
と
市
町
村
が
連
携

し
て
実
施
し
た
「
や
ま
な
し

子
ど
も
の
生
活
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
結
果
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
央
市
は
、
同
ア
ン
ケ
ー

ト
に
加
え
、
質
問
項
目
や
調

査
対
象
を
増
や
し
た
独
自
の

ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
学
校
、
支

援
団
体
、
地
域
、
関
係
機
関

な
ど
に
聞
き
取
り
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
一
般
質
問

子
ど
も
の
貧
困
独
自
調
査
を

　

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
は
今

子
ど
も
多
い
世
帯
の
国
保
料
軽
減
を

　

文
部
科
学
省
の
全
国
調
査

結
果
に
よ
る
と
、
２
０
１
７

年
度
に
お
い
て
、
小
中
学
校

い
ず
れ
も
給
食
費
を
無
償
化

し
て
い
た
の
は
76
市
町
村
、

小
学
校
の
み
は
４
市
町
村
、

中
学
校
の
み
は
２
つ
の
町
。

自
治
体
の
４
・
７
％
に
当
た

る
82
市
町
村
が
、
給
食
費
を

無
償
化
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
２
子
以
降
の
み
給
食
費

を
補
助
す
る
な
ど
、
部
分
的

に
支
援
し
て
い
る
の
は
４
２

４
市
区
町
村
＝
自
治
体
の

24
・
４
％
で
し
た
。

　

山
梨
県
内
で
は
、
市
川
三

郷
町
、
早
川
町
、
身
延
町
、

丹
波
山
村
で
無
償
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

６
月
、
９
月
の
定
例
会
の

一
般
質
問
で
、
学
校
給
食
費

を
無
償
化
す
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

　

市
は
、「
現
行
制
度
を
維

持
し
ま
す
」
と
の
べ
、
消
極

的
な
姿
勢
で
し
た
。

小中学校の給食費の無償化、軽減をしている群馬県みどり市（左）、太田市（右）を
視察しました＝７月

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
制
度
は
、
当
事
者
や
家

族
、
支
援
者
の
方
々
の
長
年

の
運
動
の
結
果
、
２
０
０
８

年
に
、
そ
れ
ま
で
の
償
還
払

い
方
式
か
ら
窓
口
無
料
方
式

へ
と
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、２
０
１
４
年
11
月
に
、

「
自
動
還
付
」
方
式
へ
と
後

退
し
、
自
己
負
担
分
を
医
療

機
関
で
、
い
っ
た
ん
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

６
月
６
日
、
窓
口
無
料
方

重
度
障
害
者
医
療
費

窓
口
無
料
制
度
の
復
活
を

式
の
復
活
を
求
め
る
７
０
７

０
人
の
署
名
が
、
県
へ
出
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
11
月
に
提

出
さ
れ
た
分
と
合
わ
せ
て
１

６
９
５
７
人
分
に
達
し
ま
し

た
。

　

署
名
提
出
に
は
、
64
人
の

方
た
ち
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
医
療
費
の
工
面
や
、
医

療
費
貸
与
制
度
を
繰
り
返
し

国保料の軽減などを求める県社会保障推進協
議会の申し入れ＝１０月

県重度心身障害者医療費助成の窓口無料方式復活
を求める署名提出＝６月

で
、
県
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

加
え
、
市
独
自
ア
ン
ケ
ー
ト

や
関
係
機
関
へ
の
聞
き
取
り

な
ど
を
お
こ
な
っ
て
、
今
後

の
施
策
に
生
か
す
こ
と
を
提

た
、
学
習
支
援
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
支
援
、
自
然
体
験
活

動
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。

就
学
援
助
さ
ら
な
る

周
知
を

　
「
や
ま
な
し
子
ど
も
の
生

活
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
よ
る

と
、
就
学
援
助
制
度
に
つ
い

て
は
、
貧
困
線
に
満
た
な

い
世
帯
（
貧
困
世
帯
）
で

「
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
回

答
は
85
・
４
％
。
裏
を
返
せ

ば
14
・
６
％
が
「
知
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
利
用
し
た
」「
利
用
し
て

い
る
」
と
い
う
回
答
は
48
・

２
％
、「
利
用
し
た
い
」
と

い
う
回
答
は
11
・
３
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
一
般
質
問

で
、「
こ
れ
は
、
就
学
援
助

が
必
要
な
世
帯
に
届
い
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
。
改
め
て

就
学
援
助
制
度
の
周
知
、
援

助
率
の
引
き
上
げ
に
取
り
組

む
べ
き
」と
強
調
し
ま
し
た
。

年
度
か
ら
、
18
歳
未
満
の
子

ど
も
が
３
人
以
上
い
る
世
帯

を
対
象
に
、
第
３
子
以
降
の

国
民
健
康
保
険
税
均
等
割
を

免
除
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
定
例
会
の
一
般
質
問

で
、
同
市
の
よ
う
に
国
保
料

を
減
免
す
る
こ
と
で
、
子
育

て
世
代
へ
の
支
援
を
強
め
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
海
道
旭
川
市
の

例
を
紹
介
し
、
子
ど
も
の
多

利
用
す
る
こ
と
が
、
負
担
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
口
々

に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
一
般
質
問

で
、
市
独
自
の
実
施
も
含
め

て
、
窓
口
無
料
方
式
を
復
活

さ
せ
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。

い
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
、

障
が
い
児
・
者
の
い
る
世
帯
、

収
入
が
生
活
保
護
基
準
前
後

の
世
帯
な
ど
、
生
活
が
苦
し

い
世
帯
の
国
保
料
を
軽
減
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

案
し
ま

し
た
。

　

さ
ら

に
、
同

ア
ン
ケ

ー
ト
で

要
望
の

強
か
っ
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西
日
本
豪
雨
（
平
成
30
年
7

月
豪
雨
）
に
お
け
る
浸
水
は
、

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
の
想

定
と
ほ
ぼ
重
な
っ
た
一
方
、
住

民
の
避
難
開
始
の
判
断
は
分
か

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
定
例
会
代
表
質
問
で
、

「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」
を
め
ざ
し

て
「
み
ん
な
で
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
め
た
茨

城
県
の
事
例
を
紹
介
し
、
地
域

防
災
力
向
上
へ
の
支
援
を
求
め

ま
し
た
。

体
育
館
に
ク
ー
ラ
ー
、

簡
易
ベ
ッ
ド
を

　

避
難
所
と
な
る
体
育
館
の
環

境
改
善
は
、「
２
次
災
害
」
を

だ
さ
な
い
た
め
に
必
要
で
す
。

段
ボ
ー
ル
組
み
立
て
式
簡
易

ベ
ッ
ド
の
配
備
と
、
ク
ー
ラ
ー

水
害「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」へ
対
策
を

設
置
を
求
め
ま
し
た
。

　

市
は
答
弁
で
「
簡
易
ベ
ッ
ド

は
有
効
」
と
の
認
識
を
示
し
ま

し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
に
助
成
を

　

大
阪
府
北
部
地
震
で
は
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
に
よ
る
犠
牲

者
が
で
ま
し
た
。

　

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤

去
・
改
善
を
促
進
す
る
た
め
に

は
、
現
行
の
、
生
け
垣
へ
の
改

造
へ
の
助
成
で
は
不
十
分
で

す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
や
、
軽
量

フ
ェ
ン
ス
へ
の
改
造
も
助
成
対

象
と
す
る
こ
と
、
助
成
額
を
引

き
上
げ
る
こ
と
な
ど
を
求
め
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
通
学
路
上
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
と
対
策
を
、

エ
ア
コ
ン
設
置
に
助
成
を

　

今
年
の
猛
暑
は
、
気
象
庁
も

「
災
害
」
と
い
う
ほ
ど
で
し
た
。

学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
調
査
＝
７
月

リ
ニ
ア
Ｋ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
撤
回
を

　

リ
ニ
ア
Ｋ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
リ
ニ
ア
駅
近
接
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
整
備
方
針
）
に

つ
い
て
、
問
題
点
を
指
摘
し

て
、
撤
回
を
迫
り
ま
し
た
。

　

市
は
、
リ
ニ
ア
駅
か
ら
の

徒
歩
圏
区
域
を
区
画
整
理
し
、

首
都
圏
か
ら
の
移
住
世
帯
、

事
務
系
進
出
企
業
の
誘
致
を

め
ざ
す
な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
代
表
質
問
で
、

①
計
画
予
定
地
は
、
想
定
最

大
規
模
降
雨
の
場
合
、
３
―

５
ｍ
未
満
の
浸
水
と
想
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
②
市
街
化

区
域
編
入
は
「（
新
駅
建
設
地

の
）
農
地
の
代
替
地
は
近
隣

の
地
域
で
」
と
い
う
農
家
の

要
望
を
無
視
す
る
も
の
で
あ

り
、
宅
地
並
み
課
税
へ
の
移

介
護
保
険
料
引
き
下
げ
を

　

甲
府
市
の
高
齢
者
の
介
護
保

険
料
（
基
準
額
）
は
今
年
度
か

ら
６
４
８
２
円
へ
と
、
ま
た
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
介
護
保
険
開

始
当
初
の
２
・
２
倍
で
す
。

　
「
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
、

残
っ
た
お
金
で
暮
ら
せ
と
い
わ

れ
る
け
れ
ど
、
も
う
節
約
す
る

と
こ
ろ
が
な
い
」
と
い
う
悲
鳴

が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
質
問
で
、
市
独
自
に
介

護
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
こ
と

な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

差
し
押
さ
え
や
め
よ

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る

中
小
事
業
者
の
仕
事
お
こ
し
を

　

東
京
・
荒
川
区
の
事
例
を
示

し
、
高
齢
者
世
帯
や
、
障
が
い

者
世
帯
、
就
学
前
の
子
ど
も
が

い
る
世
帯
な
ど
を
対
象
と
し

た
、
エ
ア
コ
ン
等
の
購
入
・
設

置
へ
の
助
成
制
度
創
設
を
求
め

ま
し
た
。

図
る
こ
と
を
本
旨
と
す
る
地
方

自
治
体
の
あ
り
方
か
ら
見
て
、

諸
施
策
は
不
十
分
だ
っ
た
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
決
算
に
つ
い
て
は
、
昨
年
８

月
か
ら
70
歳
以
上
の
医
療
費
の

負
担
限
度
額
引
き
上
げ
ら
れ
た

問
題
を
、
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
事
業
特
別
会
計
決
算
に
つ
い

て
は
償
還
率
の
低
さ
な
ど
を
、

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算

に
つ
い
て
は
、
昨
年
８
月
に
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
上
限
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
、
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

決
算
に
つ
い
て
は
、
昨
年
４
月

か
ら
の
、
保
険
料
の
特
例
軽
減

措
置
の
縮
小
の
問
題
を
、
そ
れ

ぞ
れ
指
摘
し
ま
し
た
。

◇

　

６
月
定
例
会
、
９
月
定
例
会

で
は
、
教
職
員
の
長
時
間
勤
務

解
消
、
公
契
約
条
例
の
制
定
、

業
務
委
託
先
で
働
く
人
た
ち
の

労
働
条
件
を
把
握
す
る
こ
と
、

防
災
に
関
連
す
る
市
の
計
画
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
と

公
共
施
設
再
配
置
計
画
な
ど
に

つ
い
て
も
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

甲
府
市
が
２
０
１
５
年
に
実

施
し
、
８
９
１
件
の
回
答
が
寄

せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
、「
経
営
に
お
け
る
現
在
の

問
題
点
・
課
題
」
と
し
て
、
最

も
多
か
っ
た
回
答
は
「
人
材
確

保
・
育
成
」
が
36
・
９
％
で
し

た
が
、「
受
注
量
の
確
保
」
が

32
・
８
％
で
続
き
ま
す
。

　
「
受
注
量
の
確
保
」
は
建
設

業
で
は
53
・
２
％
で
最
も
多

く
、
全
業
種
で
も
、
従
業
員
数

が
１
人
か
ら
４
人
の
事
業
者
で

は
33
・
１
％
で
最
も
多
い
と
い

う
結
果
で
し
た
。

　

店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
制

認
知
症
予
防
に
聴
覚
検
査
へ
助
成
を

　

定
期
的
に
「
聞
こ
え
」
の
状

況
を
把
握
し
、
適
切
な
対
応
を

す
る
こ
と
は
、
認
知
症
予
防
に

有
効
で
あ
り
、
人
や
社
会
と
の

つ
な
が
り
を
豊
か
に
し
、
生
活

の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

一
般
質
問
で
、
特
定
健
康
診

査
へ
の
聴
力
検
査
の
追
加
や
、

聴
力
検
査
へ
の
助
成
を
求
め
ま

し
た
。

　

市
は
、「
国
に
お
け
る
研
究

結
果
や
対
策
な
ど
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
本
市
と
し
て
の

対
応
策
を
検
討
し
た
い
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

５
決
算
に
反
対

　

９
月
定
例
会
で
は
、
２
０
１

７
年
度
の
、
甲
府
市
各
会
計
別

決
算
の
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
一

般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
、
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
特
別
会
計
の
５
決

算
に
反
対
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て

は
、「
住
民
の
福
祉
の
向
上
を

行
は
農
業
振
興
に
マ
イ
ナ
ス
、

③
組
合
施
行
に
よ
る
土
地
区

画
整
理
と
い
う
手
法
も
「
地

元
丸
投
げ
」
と
批
判
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
し

ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
の
市
の
答
弁

で
も
、
事
業
規
模
（
面
積
や

事
業
費
）
は
示
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

民
間
の
専
門

家
な
ど
の
協

力
も
得
て
実

施
す
る
こ

と
、
危
険
な

ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
所
有
者
に

は
市
の
責
任

で
個
別
に
伝

え
、
撤
去
・

改
善
を
要
請

す
る
こ
と
を

求
め
ま
し

た
。

と
、
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
、

市
区
町
村
か
ら
資
産
の
差
し
押

さ
え
処
分
を
受
け
た
高
齢
者
が

２
０
１
６
年
度
に
過
去
最
多
で

し
た
。

　

一
般
質
問
で
、
甲
府
市
に
お

け
る
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
と
と
も
に
、
年
金
な
ど
の
差

し
押
さ
え
は
や
め
る
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。

　

市
は
、
差
し
押
さ
え
が
昨
年

度
は
54
人
で
増
加
傾
向
で
あ
る

と
答
弁
し
ま
し
た
。

度
の
創
設
や
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
の
復
活
、「
小
規

模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録
制

度
」
の
対
象
と
な
る
工
事
金
額

を
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
、
市
内

事
業
者
の
受
注
機
会
の
、
い
っ

そ
う
の
拡
大
を
図
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。


